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村
で
は
、
飯
舘
村
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
た
お
年
寄

り
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、

長
寿
を
祝
う
「
敬
老
会
」

を
、
９
月
17
日
に
飯
舘
中

学
校
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

対
象
者
は
75
歳
以
上
の
方

で
、
昨
年
よ
り
63
人
多
い

１
１
３
０
人
。（
９
月
１
日

現
在
）

5 4

　

当
日
は
、
各
地
区
か
ら

会
場
ま
で
の
送
迎
バ
ス
を

運
行
し
ま
す
。（
バ
ス
運
行

表
は
今
回
の
「
お
知
ら
せ

版
」
裏
面
に
掲
載
し
て
い

ま
す
）

　

敬
老
会
の
詳
し
い
内
容

は
、
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
42

－

１
６
２
０
）
へ
お

問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

９月17日
「飯舘村敬老会」

▲昨年の敬老会のようす

９０歳以上の長寿番付　　（敬称略）

男 年齢 女
氏　　名 行　政　区 氏　　名 行　政　区

１０１ 横　山　チ　ヨ 伊 丹 沢
大　浦　英　子 伊 丹 沢

１００

９９ 八　巻　はるよ 伊 丹 沢

佐　藤　喜　七 伊 丹 沢
９８大久保　文　雄 宮 内

菅　野　市　治 比 曽
大久保　仲　治 飯 樋 町 ９７ 庄　司　サ　キ 伊 丹 沢

森　永　ワ　サ 前田・八和木
永　井　敬治郎 関 沢 ９６ 只　野　タ　ケ 伊 丹 沢
菅　野　健　藏 比 曽 菅　野　ハルヨ 蕨 平
菅　野　信　長 小 宮

９５
大和田　ツ　マ 草 野

安　齋　　　勇 小 宮 佐　藤　フ　ヨ 深 谷
大　槻　善　助 大 倉
高　野　久次郎 関 沢

９４

松　田　マチノ 深 谷
石　井　英　雄 飯 樋 町 田　邊　ハツミ 伊 丹 沢

高　木　ク　ノ 大 倉
齋　藤　キ　ノ 宮 内

高　橋　喜　六 小 宮

９３

菊　池　ハナイ 草 野
木　幡　常　治 小 宮 北　里　ハルノ 草 野

阿　部　ミヨシ 伊 丹 沢
高　野　フ　カ 大 倉
佐　藤　前　枝 上 飯 樋
細　川　マ　ツ 上 飯 樋
高　橋　フヂヨ 比 曽
佐　藤　マツイ 長 泥
佐　藤　サツヨ 関 根 ・ 松 塚
佐　藤　ワ　キ 二枚橋・須萱

江　藤　源次郎 小 宮

９２

三　浦　キ　ミ 伊 丹 沢
高　野　政　見 八木沢・芦原 永　井　ミツ子 関 沢

古　川　ハ　ナ 小 宮
菅　野　フ　ミ 佐 須
佐　藤　キ　ヨ 大久保・外内

鈴　木　倉之助 伊 丹 沢

９１

佐　藤　ナツイ 草 野
大久保　勝　美 大 倉 木　幡　ナツイ 伊 丹 沢

佐　藤　幸　子 伊 丹 沢
高　橋　ト　ミ 佐 須
古　川　トミ子 飯 樋 町
北　山　ヨシイ 飯 樋 町
鴫　原　ミユキ 長 泥
三　浦　ミ　ツ 臼 石

鈴　木　孝　吉 草 野

９０

佐　藤　フチエ 伊 丹 沢
巻　野　徳　雄 伊 丹 沢 山　田　フヨノ 伊 丹 沢
佐　藤　一　三 伊 丹 沢 佐　藤　フジイ 伊 丹 沢
高　野　要　治 関 沢 高　橋　ユキノ 伊 丹 沢
大　島　聞　一 関 沢 渡　邊　ハ　ル 伊 丹 沢
高　橋　正　雄 小 宮 高　橋　カヲル 伊 丹 沢

高　野　マツイ 小 宮
木　幡　　　四 八木沢・芦原
松　下　フヂノ 宮 内
大和田　ウ　メ 比 曽
鴫　原　フカノ 長 泥
菅　野　秀　子 蕨 平

※平成19年9月1日現在（年齢基準日：平成19年４月１日）

　

村
の
自
主
育
児
サ
ー
ク
ル

「
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ
」
と
「
ニ

コ
ニ
コ
チ
ャ
イ
ル
ド
」
合
同

の
遠
足
が
行
わ
れ
、
参
加
し

た
25
人
の
親
子
が
新
地
町
に

あ
る
相
馬
共
同
火
力
発
電
所

内
の
公
園
「
わ
く
わ
く
ラ
ン

ド
」
で
、
真
夏
の
一
日
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
遠
足
は
、
会
員
ら
の

交
流
と
子
育
て
の
ス
ト
レ
ス

か
ら
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
昨
年
に
続
き
今
回
で

３
回
目
。

　

熱
い
太
陽
が
照
り
つ
け
た

こ
の
日
、
一
行
は
公
用
バ
ス
で

野
外
で
紙
芝
居
（
桃
太
郎
な
ど
）
を

実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
は
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

▲遠足に参加した皆さん

新
地
町
へ
と
出
発
。

現
地
に
到
着
す
る

と
、
子
ど
も
た
ち

は
さ
っ
そ
く
広
い

芝
生
を
走
っ
た
り
、

大
き
な
遊
具
で
遊

ん
だ
り
、
母
親
た

ち
は
日
頃
の
育
児

の
話
を
し
た
り
と
、

そ
れ
ぞ
れ
思
い
思

い
に
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は

▲紙芝居を楽しむ子どもたち

　村献血推進協議会（会長・村長）では、
毎年県血液センターの移動採血車による
年４回の献血活動を行っています。
　今年度はこれまでに５月と８月の２回、
一般住民対象の献血や、各事業所・高校
等を巡回し、献血にご協力をいただきま
したが、このほど今年度の中間結果がま
とまりました（※表１）。献血いただいた
皆さん、ご協力ありがとうございました。
　なお、これまでの協力人数は合計で 65
人（うち 200ml が 26 人、400ml が 39 人）
となっており、今年度目標の 180 人まで
には、さらに多くの方の献血への協力が
必要です。
　村献血推進協議会では、11 月と２月に
も移動献血車による献血を予定していま
すので、ぜひ皆さんの献血へのご協力を
お願いします。

平成19年度“献血事業”
　　　　　　中間報告

自主育児サークル合同遠足8
21

「今年も暑かった～」

今後の献血予定
（移動献血車による）
① 11 月 16 日（金）
② ２月 12 日（火）
※�巡回場所等の詳しい日
程は「お知らせ版」で
お知らせします。

※表１　平成19年８月までの献血状況
巡回場所（順不同） 受付数	（人）

献血者数	
（人）

内　訳
200ml 400ml

JAそうま飯樋出張所 8 8 2 6
相農飯舘分校 14 9 6 3
Aコープ飯舘店 9 9 5 4
㈱菊池製作所 17 15 4 11
フレボー東洋㈱ 4 4 3 1
㈱ハヤシ製作所 10 8 3 5
飯舘村公民館 3 1 0 1
飯舘村役場 13 11 3 8

計 78 65 26 39

今年度目標（人） 180 47 133
達成率 36.1% 55.3% 29.3%


